
３
月
１
２
日
、
福
岡
県
で
桜
の

開
花
宣
言
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

平
年
よ
り
も
１
１
日
早
く
１
９
５

３
年
の
統
計
開
始
以
来
、
最
も
早

い
開
花
で
し
た
。
満
開
予
想
日
も

２
２
日
と
の
こ
と
、
歯
っ
ぴ
ー
通

信
が
出
る
頃
に
は
散
り
始
め
て
い

る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
問
題
も
１
年
以
上
経
過

し
て
今
も
な
お
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
状
況
は
い
ま
だ
か
っ
て
経
験
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
新

年
度
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
問
題
で
感
染
症

と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
む
し
歯
、
歯
周
病
、

も
口
腔
内
の
細
菌
に
よ
る
感
染
症

で
皆
様
も
幾
度
と
な
く
経
験
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

感
染
予
防
の
三
原
則
は
感
染
源

の
特
定
、
感
染
経
路
の
遮
断
、
免

疫
力
の
強
化
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
も
感
染
経
路
は
口
腔
か

ら
で
す
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
は

歯
周
病
、
む
し
歯
予
防
の
み
な
ら

ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
も
有

効
で
す
。
ま
た
免
疫
力
強
化
の
た

め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
食
（
栄
養
）

で
す
。
「
食
は
い
つ
か
血
と
な
り

肉
と
な
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

体
作
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
口

腔
機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
重
症
化
す

る
方
は
老
人
や
糖
尿
病
な
ど
の
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
が
大
半
で
す
。

コ
ロ
ナ
問
題
は
お
口
の
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。

口
腔
機
能
に
つ
い
て
は
以
前
こ

の
欄
で
紹
介
し
ま
し
た
。
２
０
１

８
年
度
よ
り
歯
科
治
療
に
お
い
て

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
（
０
歳
～

１
５
歳
）
と
口
腔
機
能
低
下
症

（
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
６
５
歳
～
）

が
保
険
治
療
適
応
と
な
り
ま
し
た
。

運
動
機
能
は
自
然
に
育
ち
、
い

つ
ま
で
も
続
く
と
思
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
今
の
食
事
の
状
況

や
社
会
情
勢
で
は
機
能
の
発
達
不

全
や
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
が
今
後
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
き
ま
す
。
当
院
で
も
こ

の
問
題
に
対
し
て
新
年
度
か
ら
は

一
層
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

先
ず
は
４
月
１
１
日
に
ト
コ
ち
ゃ

ん
ベ
ル
ト
考
案
者
で
助
産
師
の
渡

部
信
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

《
ま
る
ま
る
育
児
》
の
勉
強
会
＆

施
術
会
を
、
当
院
の
歯
っ
ぴ
ー
ル
ー

ム
で
開
催
し
ま
す
昨
年
３
月
よ
り

中
止
し
て
い
た
寺
子
屋
歯
っ
ぴ
ー

塾
を
再
開
し
ま
す
。
皆
様
と
楽
し

く
勉
強
で
き
る
会
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
田

謙
治
・
裕
子

（
八
幡
東
区
）

私
た
ち
夫
婦
は
昔
か
ら
ド
ラ
イ

ブ
・
温
泉
旅
行
が
大
好
き
で
、
特

に
「
九
重
町
～
久
住
」
方
面
が
大

好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
季
節
ご
と

に
１
度
は
必
ず
出
掛
け
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
初
め
か

ら
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
こ
１

年
以
上
遠
出
を
し
て
い
な
い
の
で

と
て
も
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
「
九
州
オ
ル
レ

九
重
・

や
ま
な
み
コ
ー
ス
」
は
広
大
な
飯

田
高
原
の
中
を
通
っ
て
い
る
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
雄
大
な
久
住

連
山
の
景
色
な
ど
を
満
喫
出
来
る

醍
醐
味
が
あ
り
と
て
も
気
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。

注
）
こ
の
コ
ー
ス
は
諸
事
情
に
よ

り
２
０
２
０
年
２
月
末
で
九
州
オ

ル
レ
コ
ー
ス
か
ら
脱
退
し
て
い
ま

す
（
残
念
）

さ
て
、
以
前
私
は
補
聴
器
販
売

店
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
１
６
年
４
３
歳
の

時
に
独
立
・
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
た
ビ

ル
の
同
じ
フ
ロ
ア
に
三
阪
歯
科
医

院
が
あ
り
、
院
長
に
ご
挨
拶
に
行
っ

た
時
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
す
の

で
も
う
１
７
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
私
た
ち
夫
婦
も
若
く
歯

の
治
療
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
５
０
代
に
な
っ
た
頃
か
ら

身
体
の
色
々
な
所
に
ガ
タ
が
出
て

き
ま
し
た
。
か
く
し
て
私
た
ち
も

「
患
者
」
と
し
て
三
阪
歯
科
医
院

と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
く
こ
と

と
な
り
、
今
で
は
定
期
的
に
治
療
・

お
手
入
れ
に
通
っ
て
い
ま
す
。

当
初
受
診
し
て
み
て
驚
い
た
事

は
、
治
療
前
に
最
新
機
器
を
駆
使

し
て
徹
底
的
に
歯
や
歯
茎
・
骨
等

の
状
態
を
把
握
し
た
上
で
適
切
な

治
療
方
法
を
探
り
出
し
、
そ
れ
を

私
達
素
人
に
も
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
き
ち
ん
と
説
明
さ
れ
て
か
ら

治
療
に
入
り
ま
す
。

そ
の
後
の
「
治
療
経
過
」
な
ど

は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
保
存
し
て

あ
り
、
い
つ
で
も
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
に
共
有
さ
れ
て
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
て
画
像
を
見
な
が
ら
説

明
を
し
て
頂
け
る
の
で
、
安
心
し

て
治
療
を
受
け
続
け
る
事
が
出
来

ま
す
。

私
の
知
る
限
り
で
は
最
先
端
の

「
と
び
っ
き
り
の
歯
医
者
さ
ん
」

で
す
！
こ
れ
か
ら
も
口
腔
ケ
ア
を

続
け
て
健
康
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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お
隣
さ
ん
は「
と
び
っ
き
り
」

の
歯
医
者
さ
ん

健
口
か
ら
健
康
へ
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新型コロナウイルス感染症と歯科
昨年のはじめ頃から新型コロナウイルス感染症が流行しはじめ、１年以上が経過し

ようとしています。そして、いまだ収束の目処はたっていません。今では、マスクの

着用や検温、手指消毒が新しい生活様式として定着してきました。歯科医院への受診

も流行当初は、急を要する治療以外は受診を控えるように考えられていましたが、徐々

に考え方が変わってきました。

歯科医院受診は控えるべき？
流行初期は、歯科医院は感染のリスクが高く緊急を要さない治療は控えるように考えられ、当院でも症状

の安定している定期健診の患者さんは来院をひかえてもらうように対応していました。しかし、現在は院内

の感染対策を行ったうえで歯科を受診（特に定期健診）した方が良いという考え方に変わり、多くの歯科医
院もそのように対応しています。現在まで歯科医院での流行拡大（クラスター）の発生は報告されていない

ことからも対応は正しいと言えるでしょう。では、なぜ歯科を受診した方が良いのか？そう考えられるよう

になった根拠をお話しします。

ウイルスの感染と口腔ケア
ウイルスの多くは目、鼻、口（口腔）から感染します。感染の入り口である口腔を清潔・健康に保つこと

は感染のリスクを下げることができます。ご存知の方も多い例は、インフルエンザと口腔ケアの関係ではな

いでしょうか？当院の受付でも情報発信しています。定期的な口腔ケアによってインフルエンザウイルスへ

の感染リスクを低下させることは解っています。新型コロナウイルス感染と口腔ケアとの関連を実際に示し

た報告はまだありませんが、インフルエンザウイルスと細胞への付着様式が同じである新型コロナウイルス

も口腔ケアによってリスクを下げると考えられるでしょう。

歯周病と新型コロナウイルス感染症重症化のリスク
歯周病とは口腔内の細菌や細菌の作る毒性物質によって歯肉の上皮が破壊される疾患で

す。上皮は体内に異物が侵入するのを防ぐ役割があり、これが破壊されるとその部分から、

細菌や毒性物質が体内に侵入し拡散します。このような状態で新型コロナウイルスに感染

すると体内に拡散した細菌や毒性物質に対して働いている免疫系に加え新型コロナウイル

スに対しても免疫系が働き免疫暴走（サイトカインストーム）の危険性が高くなります。

また、新型コロナウイルス感染症が重症化するリスクのある疾患として糖尿病や高血圧症

があります。歯周病は糖尿病や高血圧症のリスク因子であるため、こうした面からも歯周

病は新型コロナウイルス感染症の重症化リスクになりうると考えます。

口腔ケアと免疫

口腔内には害になるもの、ならないものを含めて非常に多くの常在菌がいます。口腔の免疫はIgAという抗

体が働き、口腔内の害を及ぼす微生物を排除しています。口腔ケアをしていないと口腔内の細菌が増加しIgA
が十分に働かなくなります。

肺炎と口腔ケア
新型コロナウイルスによる肺炎は他の細菌による肺炎と合併し重症化することがわかっています。先にも

述べたように口腔内には沢山の細菌がいます。口腔内の細菌は唾液と一緒に誤嚥（気管に入ること）され口

腔内が汚れていれば肺炎（誤嚥性肺炎）のリスクが高くなります。特に高齢になると知らず知らずのうちに
唾液を誤嚥している方もいます。口腔ケアで口腔内を清潔に保つ（細菌を減らす）ことで誤嚥性肺炎のリス

クをさげることができます。

家庭内感染に注意した歯磨き
口腔ケアの基本は日常の歯磨きですが、注意が必要です。なぜなら、新型コロナウイルスに感染すると唾

液中にもウイルスが混入するためです。ある職場で、歯磨きをきっかけとして発生したと思われるクラスター

も報告されています。洗面所で歯を磨く際は一人づつ行い、口を閉じるまたはブラシを持っていない方の手
で口を覆うなど飛沫が飛ばないように注意してください。口を濯ぎ水を吐く時も顔をシンクに近づけ、履い

た水が飛び散らないようにします。飛沫が飛んだ箇所はアルコールを含んだウェットティッシュなどで拭き

取ると安心です。使用後のブラシなども他の家族のものと接触しないようにしてください。

終わりに
現在まで歯科医院でのクラスター発生の報告はありません。これは歯科医院が感染対策を行なっているこ

とはもちろんですが、何より患者様皆様方の感染に対する意識の高さによるものが大きいと考えています。

当院でも、来院前に発熱や体調の不調などを感じられた際はご自分で来院を見送る旨のご連絡をくださった

り、診療前の検温にご協力くださったりと皆様のおかげで安全に治療を行えていると実感しております。

１日も早い感染の終息を願っております。（小原成将）



「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
対

し
て
、
高
齢
者
と
し
て
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
が
、
一
般
社

団
法
人
日
本
老
年
医
学
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
は

重
症
化
し
や
す
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
を
守
る
た
め
に
手
洗
い

を
中
心
と
す
る
感
染
予
防
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
を

避
け
る
こ
と
な
ど
が
言
わ
れ
て
お

り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

合
わ
せ
て
「
動
か
な
い
こ
と
（
生

活
不
活
発
）
」
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

「
生
活
不
活
発
」
に
よ
り
、
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）
が
進
み
、
心
身
や

脳
の
機
能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

動
か
な
い
時
間
を
減
ら
し
、
自
宅

で
も
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動

で
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
「
筋
力
ア
ッ
プ
で
健
康

に
な
り
ま
せ
ん
か
！
」

『
筋
ト
レ
』
と
い
う
と
「
若
い
人

に
向
く
運
動
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

『
筋
ト
レ
』
は
単
純
に
筋
肉
を
太

く
大
き
く
す
る
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
脳
か
ら
の
「
動
け
！
」
と

い
う
指
令
に
素
早
く
反
応
す
る
能

力
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
人
は
足
腰
か
ら
老
い
る
」
と
い

わ
れ
、
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、

や
が
て
は
人
の
手
を
借
り
な
い
と

自
由
に
動
け
な
い
体
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

三
阪
歯
科
医
院
で
は
、
月
に
２
回

（
木
曜
日
）
は
つ
ら
つ
歯
っ
ぴ
ー

教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

ご
自
分
の
今
の
体
力
を
っ
知
っ
て

も
ら
い
、
お
一
人
様
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
運
動
を
ご
指
導
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
筋

ト
レ
の
よ
き
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

「
食
事
」
に
つ
い
て
も
詳
し
く
お

伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

さ
あ
、
今
が
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
！

「
動
け
る
体
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
！

は
つ
ら
つ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

開
催
日
：
４
月
１
日
・
２
２
日

（
木
曜
日
）

時

間
：
１
４
：
０
０
～
１
５
：

３
０

場

所
：
三
阪
歯
科
医
院
併
設

歯
っ
ぴ
ー
ル
ー
ム

参
加
費
；
１
回

１
０
０
０
円

詳
し
く
は
担
当
（
和
田
）
ま
で
お

声
を
お
か
け
下
さ
い
。

二
月
は
和
田
さ
ん
、
よ
し
え
さ

ん
。
三
月
は
小
原
先
生
、
友
利
さ

ん
の
誕
生
日
で
し
た
。
三
月
の
院

内
研
修
語
に
み
ん
な
で
お
祝
い
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
身
体
に
気
を
付

け
て
素
敵
な
一
年
に
し
て
く
だ
さ

い
。
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☆ 患者さんの診療が終了する毎にユニット周りや取っ手など除菌しています。安心して診療を受けて下さいね☆

＊ピカッシュ＊ SMILE ONE ミストガン 導入しました

超微粒ミストでの

院内除菌の様子です。

銀イオンの高い持続力で感染リスクと除菌作業の低減
アルコール・次亜塩素酸ナトリウムだと接触頻度が高い場所は毎回除菌作業を行わな

いと感染リスクを低減できません。

SMILE ONEの持続性

スプレー前 1分後 1時間後 24時間後

細菌のいるシャーレーにSMILE ONEのミストガンを吹きかけて時間経過で細菌の繁殖

を観察したものです。効果が持続しているのがわかります。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

」

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

お
誕
生
会
を
し
ま
し
た
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
最
近
は
寒
さ

も
和
ら
ぎ
、
気
持
ち
の
良
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
歯
っ
ぴ
ー
通

信
６
３
号
は
い
か
が
で
し
た
か
？

今
回
の
患
者
さ
ん
は
「
補
聴
器
の

ひ
ら
た
」
の
、
平
田
謙
治
さ
ん
・
裕

子
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。
日
頃
平
田
さ

ん
と
は
、
よ
く
お
話
を
さ
せ
て
頂
く

機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
お
仕
事
柄

な
の
か
？
聴
い
て
い
る
側
か
ら
す
れ

ば
、
と
て
も
聴
き
取
り
や
す
く
、
落

ち
着
い
た
心
地
よ
い
話
し
方
を
さ
れ

職
人
技
を
感
じ
ま
す
。
お
休
み
の
日

に
は
お
二
人
揃
っ
て
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
共
通
の
趣
味
を
持
た
れ
て
い
て
、

本
当
に
仲
の
良
い
ご
夫
妻
で
す
。

平
田
さ
ん
、
記
事
の
依
頼
を
快
く
受

け
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
の
一
年
コ
の
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

り
自
粛
生
活
の
影
響
で
、
思
う
様
に

旅
行
や
外
出
が
制
限
さ
れ
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
三

阪
歯
科
で
は
「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は

日
常
生
活
で
動
か
さ
な
い
身
体
の
部

位
の
体
操
で
、
運
動
不
足
を
軽
減
出

来
る
様
な
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て
い
て
、

楽
し
い
教
室
で
す
。
是
非
、
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
堀

智
美
）

編

集

後

記

とうとう次女と同じ身長に

なりました。せめて心は成

長していきたいです。

（野崎真由美）

次女が小学校卒業し

ます。やりたいことが

沢山あるみたいです。

まずは…自分の部屋の

掃除から！！

（友利一美）

自宅でトレーニン

グを始めて、筋ト

レグッズが少しず

つ増えています。

（和田紫央里）

『退職しました』
この度、妊娠出産の為、退職しまし

た。約8年間三阪歯科医院の受付とし

て働かせていただきました。

院長、奥様はじめ、スタッフの皆様、

患者様には今まで本当にお世話になり

ました。初めは分からない事ばかりで、

ご迷惑ばかりかけていました。院長ス

タッフ患者様のご指導のもと、おかげ

さまで沢山の事を学び経験することができて自身の成

長に大きく繋がったと感じています。

皆様にお会いできなくなるのはすごくさみしいです。

たくさんの方から『また戻ってきてね』などの優しい

お言葉をかけて頂き、温かい方々に恵まれ、三阪歯科

の受付を勤めて本当によかったなと思います。

これからは母として育児に専念して頑張っていきます。

今まで本当にありがとうございました。心より感謝し

ます。

まだまだコロナで大変な時期が続きますが皆様のご

多幸とご健勝をお祈り申し上げます。

『産まれました！』

予定日より1週間早かったですが、無

事に第一子となる男の子が産まれま

した！母子ともに健康です。全ての

事が初体験で不安もありますが可愛

い我が子と共に母として頑張ります！

管野(久枝)夏美

上の娘が元気すぎ

て一緒に遊ぶと体

力が持ちません。

後にも二人控えて

います。焦ってい

ます。（小原成将）

昨年暮れに社会人1年目の娘

からお歳暮でセーターをも

らいました。暖かくなった

ら着て出かけたいです。

（堀智美）

今年のGWもまだまだ遠出が

できそうにないので九住の

坊がつるにテントを張って

のんびりしようか…と考え

中です。（増井真澄）

ウォーキングを始

めました。長続き

できるように頑張

ります。（高田美由紀）

暖かくなったので、次

男（小3)と一緒にヨガ

に初挑戦します！

（福山美砂）

年中ダイエットしています

が、体調管理をしつつも、

日々のながら運

動を心掛けてい

ます。

（田中彰子）

小倉城のソメイヨシノが開

花したそうです。春ですね。

早くみんなでお花見

が出来る世の中に

なりますように。

（山本貴子）


